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元気なちびっ子集まれ！！
申し込み・問い合わせ：受講料を添えて事務局まで
受講料：会員 2000 円、未会員 5000 円
申込日：会員 4月 15日㈯～、未会員 4月 22日㈯～
★わんぱく塾
　遊びを通して体を動かす楽しさを知ろ
う。季節に合ったスポーツや集団遊びを
します。
対象：小学校 1年生～ 3年生 50人、先
　　　着順
日程：年間 10回土曜日午前（1日のときもあります）
会場：中主B＆G海洋センター体育館ほか
★熱中塾
　スポーツに限らず、いろんな事にチャレンジします。
対象：小学校 4年生～ 6年生 30人、先着順
日程：年間 10回土曜日
会場：中主B＆G海洋センター体育館ほか

【入会申し込み・問い合わせ】YASUほほえみクラブ事務局
（総合体育館内）☎ 587-4280、℻587-4310※月曜日・祝日休み

【入会申し込み・問い合わせ】さざなみスポーツクラブ事務局
（中主公民館別館 1階）☎℻532-4968
※日曜・月曜日、祝日は休館です

初心者歓迎のメニュー 日 時間 会場

社交ダンス 03日㈪
17日㈪ 19:00 ～ 21:00 コミセンぎおう

リズム体操
11日㈫
25日㈫ 10:00 ～ 11:30 コミセンみかみ

18日㈫ 野洲図書館

剣道
12日㈬
19日㈬
26日㈬

19:00 ～ 21:00 祇王小学校

太極拳 毎週㈭ 13:00 ～ 14:30 総合体育館

ソフトバレーボール

5日㈬ 19:00 ～ 21:00 総合体育館
12日㈬
19日㈬
26日㈬

19:30 ～ 21:30 北野小学校

親子ふれあい体操 13日㈭ 10:00 ～ 11:30 コミセンやす

硬式テニス
8日㈯
15日㈯
22日㈯

13:30 ～ 16:30 河川公園テニスコート

フリースポーツ 日 時間 会場

アラカルト・
スポーツ

15日㈬
12日㈬
19日㈬
26日㈬

10:00 ～ 12:00
Ｂ＆Ｇ海洋センター
体育館
会員：無料
未会員：300円
当日会場受付サタデースポーツ 8日㈯

22日㈯ 19:00 ～ 21:00

◆汲取予定日に留守になる家庭は隣近所に頼んでおいてください。
◆土・日曜日、祝日は休みです。
◆野洲・三上・北野・祇王・篠原学区については、汲取の必要な場
合は予定日の２日ほど前から汲の赤い旗を作業員の見える所へ出し
てください。旗が出ていないときは、汲取はできません。
◆汲取の申し込み・支払いは、直接業者へ。
問い合わせ…環境課☎ 589－ 6431、℻589 － 5069

汲取予定日 行政区および字名
3日・4日 大畑・七間場
5日～ 7日 行畑・野洲
10日～ 12日 小篠原・桜生・駅前
13日・14日 市三宅・妙光寺
17日～ 19日 三上
20日・21日 北桜・南桜

24日～ 28日 五反田・山田・縄手・
樋ノ尻・稲辻・冨波南

奥村興業…☎ 587－ 0015 、℻587 － 0352
フリーダイヤル☎ 0120 － 424110

汲取予定日 行政区および字名
3日・4日 久野部・竹生・北野一丁目
6日・7日 辻町・上永原・新上屋
10日 上町・下町・上屋

11日・12日 江部・中北・北
14日 小南・高木
17日 篠原駅前・長島
18日 成橋
20日 街道

21日・24日 入町・大篠原東町・大篠原西町
25 日・26日 小堤
28日 冨波甲・冨波乙・五之里

近江美研…☎ 589－ 4870、℻589 － 2759

汲取予定日 行政区および字名
3日～ 5日 北比江・乙窪
7日・10日 比江・松林
11日 吉川・菖蒲
13日 六条

14日・17日・18 日 堤・井口
20日 安治・須原
21日 野田・五条
24日 木部・虫生・八夫

25日～ 27日 比留田
28日 吉地・西河原

近江美研…☎589－4870、℻589－2759

初心者歓迎のメニュー 日 時間 会場

卓球
08日㈯
15日㈯
22日㈯

9:00 ～ 12:00
※ 22日は指導者
　なしのフリー

総合体育館

バドミントン 15日㈯ 14:00 ～ 17:00 野洲小学校

グラウンド・ゴルフ 毎週㈬㈯ 9:00 ～ 11:30 野洲健康福祉センター
多目的広場

ニュースポーツ
15日㈯ 10:00 ～ 12:00 野洲小学校
22日㈯ 13:30 ～ 15:30 篠原小学校

バスケットボール 13日㈭
27日㈭ 19:30 ～ 21:30 野洲北中学校

スポーツサタデー
11日㈯ 19:00 ～ 11:00

祇王小学校15日㈯
22日㈯ 19:00 ～ 21:00

【参加費】太極拳・硬式テニスは、会員 100円・未会員 400円。
月 1回のスクールは、会員無料・未会員 500円。
上記以外のスクールは、会員無料・未会員 300円

※内容に変更のある場合があります。参加の際は事務局にご確認ください。
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●小テーマ展　野洲の古文書（４）辻町村の古文書
　4月 16 日㈰まで
●春期企画展「竹工芸　杉田静山の世界」
　4月 29 日㈷～ 6月 4日㈰　休館日／月曜日
　※ギャラリートーク「籠作りの道」／杉田静山氏
　　5月 7日㈰午後 2時～ 3時、企画展示室、手話通訳有り
　・特別陳列「神社建築の保存修理～生和神社・御上神社～」
　（企画展同時開催）、主催／滋賀県教育委員会・野洲市教育
　委員会
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「
竹
工
芸
」
は
、
竹
を
素
材
に

し
た
工
芸
技
術
で
す
。
日
本
で
は

古
く
か
ら
竹
籠
が
作
ら
れ
、
縄
文

時
代
の
遺
跡
か
ら
竹
で
編
ん
だ
器

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
竹
製
品
は

く
ら
し
の
な
か
で
身
近
に
用
い
ら

れ
、
そ
の
技
術
は
今
日
ま
で
伝
承

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

杉
田
静
山
さ
ん
は
、
日
本
を
代

表
す
る
竹
芸
家
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
技
は
、
作
品
に
出

「
潮
騒
」

（
１
９
７
１
年
日
展
入
選
作
品

　

滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
蔵
）

会
っ
た
人
の
誰
も
が
感
銘
を
受
け

る
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。

　

杉
田
さ
ん
は
１
９
３
２
（
昭
和

７
）
年
、
大
阪
に
生
ま
れ
、
12
歳

の
時
に
病
気
に
よ
り
聴
力
を
失
い

ま
し
た
。
13
歳
の
時
、
戦
災
に
遭

い
、
両
親
の
ふ
る
さ
と
の
野
洲
川

の
近
く
に
移
り
住
ま
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
こ
ろ
、
野
洲
川
の
竹
を

使
っ
た
竹
細
工
と
出
会
い
、
竹
籠

を
作
り
始
め
ま
し
た
。
最
初
は
見

よ
う
見
ま
ね
で
し
た
が
、
生
活
用

品
の
竹
籠
を
編
ん
だ
の
が
こ
の
道

へ
入
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
当
時
の
学
校
は
、
勉
強
し

た
く
て
も
な
か
な
か
聴
覚
障
害
者

を
受
け
入
れ
て
く
れ
ず
、
大
変
な

苦
労
を
し
て
き
た
と
語
ら
れ
ま

す
。
大
検
に
合
格
し
た
後
、
滋
賀

県
立
聾ろ
う

話
学
校
の
教
員
と
し
て
長

年
勤
務
し
、
障
害
者
の
環
境
改
善

の
運
動
に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し

た
。

　

竹
工
芸
の
数
々
の
作
品
は
、
優

れ
た
作
品
を
手
本
に
し
な
が
ら
、

ほ
と
ん
ど
独
学
で
仕
事
の
合
間
に

制
作
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

や
が
て
、
展
覧
会
に
出
品
し
た
作

品
が
入
選
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
１
９
６
９
年
か
ら
三
回
連
続

で
「
日
展
」
に
入
選
し
、
作
家
と

し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
最
初
は
前
衛
的
な
芸
術
作
品

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
伝
統
工
芸
の
技
を
重
ん
じ

る
「
日
本
工
芸
会
」
を
作
家
活
動

の
中
心
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

１
９
９
６
年
に
は
、
第
43
回
日

本
伝
統
工
芸
展
で
出
品
作
品
が
文

部
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
翌

年
に
は
滋
賀
県
指
定
無
形
文
化
財

保
持
者
（
竹
工
芸
）
に
認
定
さ
れ
、

滋
賀
県
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
も
日
々
制
作
に
取
り
組

ま
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
個
展

を
開
く
な
ど
現
役
の
作
家
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

制
作
に
要
す
る
時
間
の
多
く
を

材
料
作
り
に
費
や
し
、
細
や
か
な

編へ
ん
そ組
の
技
量
と
伝
統
的
な
格
調
の

あ
る
高
度
な
技
術
を
用
い
て
い
ま

す
。竹
の
し
な
や
か
さ
を
生
か
し
、

繊
細
さ
と
優
美
さ
を
兼
ね
備
え
た

作
風
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
写
真

の
作
品
「
潮
騒
」
は
、「
渦
巻
く

潮
の
中
に
、
奏
で
る
リ
ズ
ム
の
響

き
を
籠
に
編
組
し
た
も
の
」
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
動
き
の
あ
る
独
創

的
な
造
形
美
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

杉
田
さ
ん
の
作
品
は
、
こ
れ
ま

で
中
主
町
の
文
化
祭
や
博
物
館
の

平
成
16
年
度
秋
期
特
別
展
な
ど
で

展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
地
元
で
の
本
格
的
な
展
覧
会

は
初
め
て
の
開
催
で
す
。
竹
か
ら

生
み
出
さ
れ
る
独
自
の
美
の
世
界

を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

（
歴
史
民
俗
博
物
館
学
芸
員　

行
俊
勉   

写
真
提
供　

寿
福
滋
氏
）

竹芸家・杉田静山さん




